
 

２０２２年９月１４日（水）第二水曜祈祷会 

エゼキエル書３：１～２７ 

「彼らは知らなければならない」 

 

【概論】 ＊エゼキエルは、イザヤ、エレミヤとともに三大預言者と称される預言者 

⓵BC５９７年、南ユダは（     ）に滅ぼされ、多くの民が捕囚として連れて行かれる。 

②エゼキエルも（      ）となり、バビロンでともに生活し、捕囚の民に向かって語る。 

③BC５３８年、バビロンは（       ）に滅ぼされ、捕囚の民はエルサレムへの帰還を許される。 

 

【観察と黙想】  

１．エゼキエルの召命（２章１～１０節、３章１～３節） ＊「人の子」…エゼキエルを指す。 

①「わたしはあなたを…遣わす」（２：３）という言葉から、預言者という職務はどういうものですか。 

→ 

②「あざみ」「茨」「サソリ」（２：６）は何を意味していますか。 

→ 

③「巻物を食べ、行って…告げよ。」（３：１）とは何を意味していますか。 

→ 

 

２．エゼキエルへの励まし（３章４～１１節） ＊「難しい外国語を話す民」…異邦人を指す。 

①イスラエルの家はどうしてエゼキエルのことばを聞こうとしないのですか。 

→ 

②神はなぜエゼキエルに「恐れるな」と言われたのですか。 

→ 

③「聞いても、聞かなくても」（２：７、３：１１）とは、どういうことですか。 

→ 

 

３．エゼキエルの使命（１２～２７節） ＊「七日間…茫然として」…回復と備えの期間を指す 

①神が「あなたを…見張人とした」（３：１７）とはどういうことですか。 

→ 

②神はエゼキエルが悪い者に警告を与えなかったらどうなると言っていますか。 

→ 

③神はなぜエゼキエルに「あなたの家に閉じこもっていなさい」（３：２４）と言われたのですか。 

→ 

 

【適用と分かち合い】 

⓵今日の預言者とはどのような人のことですか。 

②預言者にとって最も必要なことはなんですか。 

③クリスチャンが福音を語らないことについて、神は責任を問われますか。 


